
実務経験のある教員等による授業科目の一覧表 函館看護専門学校

科目名 単位（時間数）

合計 9(210)

精神看護学援助論Ⅰ

1(30)

1(15)

2(30)

1(30)

1(15)

1(30)

1(30)

1(30)

形態機能学Ⅲ

（消化・吸収）

人間関係論

関係法規

基礎看護学技術Ⅰ

精神疾患を持つ患者に行われている実際の看護の場面を（抑制の援助等）想定し

た演習などを、実際の学生に体験型演習を行い、学びを深めている。

授業概要 実務経験がどのように生かされているか

内分泌・消化器の障害を持つ成人期の対象を総合的に捉え看護を実

践するための基礎的知識・技術・態度を学ぶ。

精神障害者の社会背景や精神障害に対する正しい知識を持ち、その

援助方法を理解し、保健・医療・福祉の視点から地域で生活する精

神障害者の看護と暮らしの場の拡大のための援助を学ぶ。

臨床で行われている手術映像教材などを利用し、講師が解説をしながら、消化に

関する臓器の構造など学生に理解しやすいような授業を展開している。

講師は、看護師を指導しまとめる立場であったので人間関係の上手な築き方を経

験しているため実体験をもとに、他者を思いやる事の重要性などを教授してい

る。

講師は、現在も管理業務に携わっているため、法令などの知識に加え、実体験を

もとに学生に分かりやすく授業を行っている。

講師は、病院勤務看護師の経験を活かし、バイタルサイン測定、身体計測の方法

と目的、実際の技術について、デモンストレーション・演習を行い教授してい

る。

講師は病院・施設での経験を活かし、ベッドメイキング・環境調整・リネン交換

の基本的技術をデモンストレーションを行った後、演習を行うなど実践に基づい

た授業を行っている。

講師は現在も呼吸器・循環器科病棟に勤務中であり学生指導の経験も豊富なた

め、体験談などから呼吸器・循環器疾患の看護について、具体的に教授してい

る。また、実際に心電図検査の実際等の演習を行い、わかりやすいように工夫し

た授業を行っている。

消化・吸収のしくみについて学ぶ

自己と他者との関わりの中で自己を見つめること、他者を思いやる

ことの重要性について学び、看護者としての人間関係を築くための

基礎を養う。

療養生活の環境を構成する要素を理解し、病室・病床の環境のアセ

スメントと調整について学ぶ。ベッド周囲と病床の環境整備・ベッ

ドメイキング・リネン交換の実際について学ぶ。

呼吸器・循環器の障害を持つ成人期の対象を総合的に捉え看護を実

践するための基礎的知識・技術・態度を学ぶ。

健康な生活を維持するための、保険医療の制度と関連する法規につ

いて学ぶ。専門職業人として看護師の責任と義務等に関する法規を

学ぶ。

バイタルサイン測定、身体計測の目的の学習と技術の習得のための

演習を行う。

基礎看護学技術Ⅴ

成人看護学援助論Ⅲ

（呼吸器・循環器）

実際の医療現場で行われている自己血糖測定の方法・人工肛門などについても、

器具を用いてデモンストレーションするなど、学生が理解しやすいような工夫が

行われている。

成人看護学援助論Ⅳ

（内分泌・消化器）


